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佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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８月詣日、佐井村商工会、佐井村観光協会

主催による花火大会が行われ、大輪の花火が

夏の夜空を焦がしました。

花火大会の会場となったアルザス前は観客

でいっぱいとなり、午後８時、号砲を合図に打

ち上げが始まり、色とりどりの大輪の花火が

観客を魅了しました。

▲

主

な

内

容

▼

２
～
３

む
ら
の
話
題

４
～
５

お
し
ら
せ

６
～
８

保
健
婦
だ
よ
り

９

国
保
の
し
お
り

１０
～
い１１

交
母
だ
よ
り

１２

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１３

歳
時
記

１４

戸
籍
の
窓



むらの情報を広く掲載いた

します。

身近な情報 がありましたら、

総務課まで連絡ください
Ｏ

新
成
人
の
門
出
を
祝
福

－

佐
井
村
成
人
式
－

八
月
十
五
日
、
津
軽
海
峡
文

化
館
（
ア
ル
ザ
ス
）
を
会
場
に
、

平
成
二
年
度
の
佐
井
村
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今

年

の
対
象

者

は
八
十

四

名
、
こ
の
う
ち
三
十
八
名
が
式

典
に
参
加
し
、
新
成
人
の
門
出

を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
民
憲
章
の
唱

和
に
続
き
、
教
育
長
、
村
長
が
お

祝
い
の
言
葉
を
述

べ
て
激
励
。

続

い
て
新
成

人

の
み

な
さ

ん

に
、
川
目
地
区
八
幡
宮
周
辺
の

風
景
を
描

い
た
絵
且
が
、
記
念

子

ど

も

会

ネ

ブ

タ

盛

大

こ

運

Ｌ

Ｔ

！
Ｖ

丶

４
嵋
ｌ

八
月
十
三
日
、
佐
井
村
子
ど

も
会
連
合
会
に
よ
る
ネ
ブ
タ
の

合
同
運
行
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
、
夏
の
夜

空
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

今
年

も
各
子

ど
も
会
ご
と
に

趣
向
を
疑
ら
し
た
ネ

ブ
タ
が
運

行
。
太
鼓
の
音
に
合
せ
て
、
元

気
な
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
町

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

品
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。
来

賓
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
祝
辞
を

頂
い
た
あ
と
、
新
成
人
を
代
表

し
て
島
野
哲
也
く
ん
が
答
辞
を

述
べ
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
村
制
施
行
百
周

年
を
記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
Ｐ

Ｒ
ビ
デ
オ
を
全
員
で
観
賞
。
佐

井
人
と
し
て
、
ま
た
大
人
へ
の

仲
間
入
り
の
責
任
と
誓
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

夜
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
は
、
夏
の

夜
空
に
響
き
わ
た
り
、
沿
道
か

ら
の
盛
ん
な
拍
手
や
声
援
に
、

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲

季

節

労

働

者

懇

談

会

▼

八
月
十
四
日
、
恆
例
の
季
節

労
働
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
盆
の
多
忙
の
中
、
村

内
よ
り
約
五
十
人
の
季
節
労
働

者
が
出
席
し
、
初
め
に
ア
ル
ザ

ス
で
佐
井
村
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
映
写

会
を
行
い
ま
し
た
。

映
写
会
は
、
村
の
四
季
を
通

し
た
祭
り
や
観
光
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
写
し
出
さ
れ
、
出
席
者
の

方
々
は
、
普
段
見
慣
れ
な
い
村

の
行
事
に
じ
っ
と
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
じ
仲
間
同
志
が

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
懇
談
会
に
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
就
労
先
や
留
守
家
族
の
状
況

等
を
語
り
合
い
、
こ
の
日
の
だ

め
に
け
い
こ
を
積
ん
だ
留
守
家

族
主
婦
の
会
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
踊
り
が
被
露
さ
れ
、
盛
況
の
う

ち
終
了
し
ま
し
た
。

家
族
と
の
だ
ん
ら
ん
も
束
の

間
、
現
地
に
向
か
わ
れ
た
み
な
さ

ん
、
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
留

意
さ
れ
、事
故
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
仕
事
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。



平

成

二

年

佐

井

村

朝

野

球

大

会

早
朝
、
熱
戦
を
展
開
し
て
き

た
佐
井
村
朝
野
球
大
会
は
、
接

戦
の
末
、
竹
内
自
エ
チ
ー
ム
と

細
川
建
設
チ
ー
ム
が
同
率
で
優

勝
を
分
け
あ
い
ま
し
た
。

尚
、
朝
野
球
県
大
会
下
北
郡

予
選
に
は
、
決
定
戦
の
結
果
竹

内
自
エ
チ
ー
ム
が
出
場
と
な
り

ま
し
た
。

チ ー ム 成 績

打 撃 １０ 桀

「
佐

井

村

の

あ

ゆ

み

」

写

真

集

を

製

作

し

ま

首

＝
資
料
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
＝

明
治
二
十
二
年
に
、
旧
佐
井

村
と
長
後
村
が
合
併
し
、
現
在

の
佐
井
村
が
誕
生
し
て
か
ら
昨

年
で
百
周
年
を
迎
え
、
こ
の
一

世
紀
及
び
歴
史
の
節
目
に
あ
た

り
百
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、

新
た
な
村
の
発
展
を
期
し
て
昨

年
度
は
、
各
種
の
記
念
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
百
年
の
間
、
先
達
各
位

の
英
知
と
決
断
、
そ
し
て
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
が
今
日
の
佐
井
村
を

築
い
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い

事
実
で
す
。
こ
の
佐
井
村
の
あ

ゆ
み
を
記
録
・
保
存
し
、
後
世

に
伝
え
、
現
在
の
認
識
と
未
来

の
発
展
へ
の
指
針
と
な
る
べ
く

「
佐
井
村
の
あ
ゆ
み
」
写
真
集

を
製
作
中
で
す
。

し
か
し
、
佐
井
村
の
あ
ゆ
み

を
知
り
得
る
資
料
が
乏
し
い
こ

と
か
ら
、
村
民
の
・み
な
さ
ん
が

お
持
ち
の
写
真
、
文
献
、
道
具

な
ど
の
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
知
さ
せ
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
方
々
を
編
纂
委
員
・
協
力

員
に
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。

▼
編
纂
委
員

大
石
健
次
郎

⑨

五
四
二
二

今

修
一

図

四
一
三
七

渋
田

昌
平

図

二
四
六
三

佐
々
木
寛
昭

図

二
二
七
六

西
谷

豊
彦

図

二
二
〇
三

田
中
忠
三
郎

ツ

よ
齟

五

▼
編
纂
協
力
員

藤
田

重
良

⑩

四
〇
〇
九

滝
本

良
昭

⑩

四
三
八
五

上
山

實

⑩

四
三
四
六

工
藤

俊
秋

図

四
三
七
七

舘
脇

折
口
夫

⑨

四
〇
四
八

舘
脇

誠
一

⑩

四
〇
三
二

福
田

梅
吉

谷

四
三
六
六

新
田
好
右
衛
門

⑩

四
三
三
二

大
坂

隆

⑩

五
四

匸
一

池
田

良
喜

⑩

五
〇
七
四

田
中

正
行

図

五
〇
六
七

山
本

幸
治

⑩

五

匸
一
一

中
西

正

図

五
〇
一
一

中
西

孝
徳

⑩

五
二
四
三

▼
事
務
局

役
場
総
務
課

図

二
一
二

教
育
委
員
会

⑩

四
五
〇
六

奥
本

好
勝

啓

二
〇
一
四

開
山

英
伸

図

二
七
七
五

福
浦

岳
志

図

二
二
二
七

十
月
一
日
は
国
勢
調
査

十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査

は
、
統
計
法
と
い

う
法
律
に
基

づ
い
て
、
我
が
国

に
ふ
だ
ん
住

ん
で
い
る
人
す

べ

て
を
対
象
と
し
て
行
う
、
国
の

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

国
勢
調
査
で
は
、
都
道
府
県

や
市
区
町
村

ご
と
の
人
口
の
ほ

か
、
男
女
別
、
年
齢
別
、
産
業

別
、
職
業
別

な
ど
の
人
口
構
成

を
把
握
し
、
人
口
の
高
齢
化
の

実
態

や
、
産
業
・
職
業
構
造
の

変
化
の
状
況

な
ど
を
明
ら
か
に

し
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
福

祉
・
雇
用
・
交
通
対
策
・
住

宅
・
環
境
整
備
計
画
な
ど
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
に
利

用
さ
れ
る
ほ
か
、
人
口
分
析
な

ど
の
学
術
研
究
や
、
一
般
の
会

社
で
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



ご

存

じ

で

す

か

建

設

業

関

係

の

み

な

さ

ん

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び

建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ん
、

国

が
作
っ
た
「
建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
九

年
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法

に
よ
り
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般

の
退
職
金
の
よ
う
に
、
労
働
者

が
事
業
所
を
や
め
た
時
支
払
わ

れ
る
退
職
金
で
な
く
、
建
設
業

と
い
う
一
つ
の
業
種
の
中
で
働

く
限
り
、
事
業
所
に
雇
用

さ
れ

た
期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職

金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば

建
設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制

度
で
す
。

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す

か
ら
、
確
実
、
安
全
で
あ
り
、

極
め
て
有
利
な
利
回
り
で
計
算

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
十
二
万

の
事

業
主
、
一
七
五
万
人
の
労
働
者

が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
退
職

金
の
積
立
て
が
行
わ
れ
、
す
で

に
五
十
二
万
人
の
労
働
者
が
退

職
金
を
受
け
取
り
、そ
の
額
は
一

二
八
〇
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
建
退
共
青
森
県
支
部

青
森
市
安
方
ニ

ー
九

―
十
三

（
建
設
会
館
三
階
）

容
○
一
七
五
（
二
二
）
七
六
一
一

七
六

コ

一

平

成

二

年

度

後

期

技

能

検

定

試

験

が

行

わ

れ

ま

す

▼
実
施
職
種

機
械
検
査
、
和
裁
、
建
築
大

工
、
配
管
、
農
業
機
械
整
備
、

鉄
筋
施
工
、
型
枠
施
工
、
ガ
ラ

ス
施
工
等
三
十
二
職
種
。

▼
受
検
資
格

一
級
は
十
二
年
以
上
実
務
経

験
年
数
を
有
す
る
者
。

二

級

は

三

年

以

上

実

務

経

験

年

数

を

有

す

る

者

。

た

だ

し

、

学

歴

、

訓

練

歴

等

に

よ

り

実

務

経

験

年

数

が

短

縮

さ

れ

ま

す

。

▼
受

検

料

・

実

技

試

験

は

七

、

五

〇

〇

円

か

ら

匸

一
、

五

〇

〇

円

（
職

種

に

よ

り

異

な

り

ま

す

）

・

学

科

試

験

は

全

職

種

と

も

一

律

二

、

三

〇

〇

円

▼
実

施

日

・

実

技

試

験

は

平

成

二

年

十

二

月

十

日

（
月

）

か

ら
平

成

三

年

二

月

二

十

八

日

（
木

）

・

学

科

試

験

は

平

成

三

年

二

月

三

、日

・

十

日

・

十

七

日

の

い

ず

れ

か

の

指

定

す

る

日

曜

日

▼
申

込

締

切

平

成

二

年

十

月

十

八

日
（
木

）

▼
受

付

・
問

合

せ

先

・

青

森

県

職

業

能

力

開

発

協

会

〒

○

三

〇
－

○

一
青

森

市

大

字

野

尻

字

今

田

四

ご
丁

一

昔

○

一
七

七
（
三

八

）
五

五

六

一

・

青

森

県

商

工

労

働

部

「
職

業

能

力

開

発

課
」

〒
○
三
〇
青
森
市
長
島
一
－

一
－

一

昔

○

一
七

七
（
二

二

）
一

一

一

一

内

線

二

三

六

一

飼
い
犬
の
適
正
飼
育
に
つ
い
て

ｉ

咬
傷
被
害
事
故
の

未
然
防
止
の
た
め
に
１

飼
い
犬
の
適
正
飼
育
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
度
々
広
報

紙
に
掲
載
し
て
啓
発
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
に

も
犬
に
よ
る
咬
傷
被
害
事
故
は

依
然
と
し
て
後
を
た
た
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
む
つ
保
健
所

管
内
に
お
い
て
飼
い
犬
が
人
を

咬
む
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

て
お
り
、
し
か
も
、
怪
我
の
程

度
は
大
畑
町
の
例
で
は
一
ヶ
月

の
入
院
加
療
、
川
内
町
の
例
で

は
二
週
間
の
入
院
加
療
な
ど
大

型
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
事
故

の
大
半
は
飼
い
犬
の
放
し
飼

い
、
ま
た
は
不
十
分
な
つ
な
ぎ
方

な
ど
飼
い
主
の
無
責
任
な
飼
育

方
法
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

飼
い
主
は
犬
に
よ
る
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
「
狂

犬
病
予
防
法
」
、
「
青
森
県
飼
い

犬
の
管
理
及
び
犬
に
よ
る
危
害

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
定

め
ら
れ
て
い
る
次
の
事
項
を
よ

く
守
り
、
愛
情
と
責
任
を
持
っ

て
犬
を
飼
育
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

（
飼

い

主

の

守

る

べ

き

事

項

）

○
飼

い
犬
は
オ
リ
な
ど
の
囲
い

の
中
で
飼
う
か
、
ま
た
は
鎖
、
綱

等

で

し
っ
か

り

つ
な

い
で

お

き
、
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
い

こ
と
。
（
大
型
犬

や
ア
イ

ヌ
犬

の
飼

い
主
は
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
）

○
生
後
三
ヶ
月
を
過

ぎ
た
犬
は

毎
年
登
録
と
予
防
注
射
を
受
け

。さ
せ
る
こ
と
。

○
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
捨
て
犬

に
し
な
い
で
保
健
所
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う
こ
と
。
（
無
料
で

つないで飼う



海

上

保

安

大

学

校

海

上

保

安

学

校

の

学

生

を

募

集

し

ま

す

海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
と

お
り
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

保
安
学
校
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
▼
受
付
期
間

九
月
六
日
市
～
九
月
十
九
日
水

▼
採
用
予
定
数

大
学
校
学
生

約
五
十
名

学
校
学
生

水
路
約
十
五
名

灯
台
約
三
五
名

通
信
約
十
五
名

航
毎
割

丁

八
五
名

主
計

▼
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
問

い
合
せ
は
、
む
つ
航
路
標
識
事

務
所
（
〒
○
三
百

む
つ
市
小

川
町
一
－

十
一
－

十
、
電
話
番

号
○
一
七
五
（
二
二
）
一
九
四

○
ま
で
。

ビ

デ

オ

テ

ー

プ

を

斡

旋

中

＝

佐
井

村

観
光
協

会
ｈ

佐
井
村
観
光
協
会
で
は
、
津

軽
海
峡
文
化
館

（
ア
ル
ザ
ス
）

内
の
観
光
案
内
所
で
、
村
制
施

行
百
周
年
記
念
「
神
楽
共
演
」

と
佐
井
村
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
「
ひ
ら

か
れ
る
秘
境
・
祭
り
、
文
化
財

・
海
と
山
の
め
ぐ
み
」
の
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
を
斡
旋
し
て
い
ま
す
。

価
格
は
「
神
楽
共
演
」

が
限

定
五
十
本
、
一
本
五
、
五
〇
〇

円
。
「
佐
井
村
Ｐ
Ｒ

ビ
デ
オ
」

限
定
一
〇
〇
セ

ヨ
ト
、
一
セ
ッ

上

二
本
組
一
〇
、
〇
〇
〇
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
観
光
案
内

所
？

二
八
－

四
五
一
五

ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

献
血
に
み
な
さ
ん
の

あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
／

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
献
血
で
す
が
、

夏
期
や
冬
期
は
、
気
候
や
休
暇
の
関
係
で
献
血
者
が
少
な
く
、

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
血
液
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
も
、
特
定
の
血
液
型
が
不
足
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

献
血
の
際
に
使
用
す
る
採
血
針
は
、
一
人
一
人
使
い
捨
て

で
す
。
献
血
に
よ
っ
て
、
エ
イ
ズ
や
肝
炎
に
感
染
す
る
な
ど

と
い
う
心
配
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
安
心
し
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

佐
井
村
の
献
血
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

す
）
○
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
時
、

飼
い
主
は
必
ず
保
健
所
に
届
け

な
お
、
保
健
所
で
は
野
犬
の

捕
獲
及
び
不
用
犬
の
引
き
取
り

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
の
苦
情
や
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
む
つ
保
健
所
、
ま
た

は
役
場
民
生
相
談
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

捨て犬厳禁

※
飼
い
犬
に
つ
い
て
は
、
「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
、
毎
年
登

録
は
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
、
注
射
は
四
月
一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
内
と
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

違
反
し
た
場
合
に
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

９，１９１ヨ，よ「救急。日」

用件は正しく

あわてず１１９番
●救急 車を呼ぶとき の

３ つのポ イント ●

国救急事故などの発生場所

と近くの目標

回どのようなヶがか病気か

回ヶ方人や病人の現在の容

態（簡単に）



保 健 婦 だ よ り

９月は「がん征圧月間
」

乳が んの早 期発見 は

医師の検診と自己チェックの

二 本立 てで ／

り

ま

じ

め

こ

ぐ

Ｉ
ｌｙ

ｆ
Ｖ

（
乳
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
）

乳
が
ん
は
、
自
分
で
発
見
で

き
る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
乳
が

ん
の
９５
％
は
、
患
者
さ
ん
自
身

で
病
変
に
気
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
し
こ
り
の
大
き

さ
が
小

さ
い
ほ
ど
が
ん
の
進
行

度
も
低
く
、
治
療
に
よ
っ
て
よ

く
治
り
ま
す
。
し
こ
り
の
大
き

さ
が
２
セ
ン
チ
以
下
で
、
わ
き

の
下
の
リ
ン
パ
節
に
転
移
の
な

い
、
い
わ
ゆ
る
早
期
乳
が
ん
で

は
、
手
術
後
の
５
年
生
存
率
は

８９
％
、
１０
年
生
存
率
は
８０
％
で
早

期
の
乳
が
ん
が
よ
く
治
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
早
期
の
乳
が
ん

を
発
見
す
る
た
め
に
も
、
定
期

的
な
自
己
チ
エ

″
ク
は
も
ち
ろ

ん
、
少
な
く
て
も
年
一
回

は
乳

が
ん
検
診
を
受
け
た
い
も
の
で

す
。
万
が
一
、
乳
が
ん
が
み
つ

か
っ
て
も
、
適
切
な
治
療
に
よ

り
一
命
を
と
り
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
の
大
切
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

り

村
で

乳

が

ん

汐

検

診

を
始

め

る

今
年
か
ら
初
め
て
乳
が
ん
検

診
を
行
い
ま
し
た
。

表
剛
は
、
検
診
の
実
施
状
況

で
す
。
全
村
で
ｍ

名
の
方
が
受
診
し

ま
し
た
。

り

乳

が

ん

検

診

は

汨

ど

の
よ

う

に

行

わ

れ

る

の

か

①
受
付

②
問
診
（
保
健
婦
の
聞
き
取
り
）

問
診
票
に
結
婚
年
齢
、
既
往

歴
、
最
終
月
経
、
分
娩
、
妊
娠

歴
な
ど
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り

ま
す
。
前
も
っ
て
申
込
み
し
て

あ
る
方
は
、
保
健
協
力
員
か
ら

す
で
に
渡
っ
て
お
り
、
検
診
囗

に
書
き
込
ん
で
、
受
付
に
出
し

ま
す
。
な
か
に
は
、
全
然
問
診

票
に
記
入
し
な
い
ま
ま
に
受
け

る
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
問
診
時
間
が
か
か
り
、
診
察

も
長
び
い
て
し
ま
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
忘
れ
ず
に
書
き
込
ん

で
来
て
く
だ
さ
い
。

医
師
は
、
問
診
票
に
基
づ
い

て
診
断
を
進
め
ま
す
か
ら
、
す

べ
て
正
し
く
報
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
月
経
が

近
づ
く
と
乳
腺
が
か
た
く
な
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
最
終
月
経

は
、
ま
ち
が
い
な
く
答
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
最
終
月
経
と
は
、
前
回
の

月
経
の
こ
と
で
す
。
い
つ
始
ま

り
、
い
つ
終
っ
た
の
か
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
つヽ
。

③
診
察
（
触
診
・
視
診
）

乳
が
ん
の
診
断
を
す
る
う
え

で
、
い
ち
ば
ん
重
要
な
診
察
で

す
。イ
視
診

文
字
ど
お
り
、
目
で
見
て
診

察
し
ま
す
。
医
師
（
外
科
医
）

は
患
者
さ
ん
が
自
然
に
手
を
お

ろ
し
た
状
態
で
、
両
方
の
乳
房

を
よ
く
観
察
し
、
表
面
に
引
き

っ
れ
、
く
ぼ
み
が
な
い
か
ど
う

か
、
乳
頭
が
陥
没
し
て
い
な
い

か
…
…
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

平成２年 乳がん検診の実施状況（表１）



口
触
診

患
者

さ
ん
が
す
わ
っ
た
状
態

で
、
鎖
骨
か
ら
わ
き
の
下

の
リ

ン
パ
節
、
胸
骨
中
央
線
ま
で
、

ま
ん
べ
ん
な
く
さ
わ
っ
て
、
し

こ
り
の
有
無
を
調

べ
ま
す
。
次

に
患
者
さ
ん
を
診
察
台
に
寝
か

せ
、同
様
に
さ
わ
っ
て
み
ま
す
。

以
上
が
集
団
検
診
で
行
わ
れ

る
内
容
で
す
。

そ
の
結
果
、
要
精
検
と
言
わ

れ
た
方
は
、
病
院

（
外
科
）
で

検
査
を
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

早

期

発

見

は

り

医

師

の

検

診

と

４

自

己

チ

゜

ツ

ク

の

二

本

立

て

で

集
団
検
診
で
年
一
回
検
診
を

受
け
て
、
そ
れ
で
安
心
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
専
門
医
（
外
科
）

で
も
あ
ま
り
小

さ
い
し
こ
り
は

ま
れ
に
見
の
が
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
発
育
の
早
い
が
ん

は
こ

の
一
年

の
間

に
大

き
く

な
っ

て
し

ま
う

例

も
あ

り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

自
分
で
自
分
の
乳
房
の
異
常
を

発
見
す
る
自
己
チ
エ

。
ク
法
と

医
師
に
よ
る
検
診
と
の
組
み
合

せ
に
よ
っ
て
早
期
診
断
を
確
実

な
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い

乳
が
ん
検
診
質
問
コ
ー
ナ
ー

問
①

乳
が
ん
検
診
は
ど
の
よ

う
に
し
て
受
け
た
ら
よ
い
で

答

集
団
検
診
は
、
村
で
毎

年
行
い
ま
す
。
各
町
内
の
保
健

協
力
員
が
巡
回
し
て
申
込
み
を

取
り
ま
す
の
で
、
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
②

乳
が
ん
は
遺
伝
し
ま
す

か答

母
親
、
姉
妹
な
ど
に
乳

が
ん
の
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
る

と
き
に
は
、
乳
が
ん
の
発
生
の

危
険
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
が
遺
伝
に
よ

る
も
の
か
、
生
活
環
境
が
似
て

い
る
こ
と
が
原
因
な
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
乳

が
ん
の
高
危
険
群
に
入
っ
て
い

ま
す
の
で
、
年
二
回
ぐ
ら
い
は

検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

問
③

前
回
の
検
診
で
は
異
常

な
し
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

次
の
検
診
で
乳
が
ん
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
。

答

そ
れ
は
実
際
に
は
あ
り

ま
す
。
前
回
の
検
診
で
、
異
常

な
し
と
さ
れ
、
次
回
の
検
診
ま

で
に
（
お
よ
そ
一
年
後
）
が
ん

を
発
見
す
る
場
合
で
す
。
見
落

と
し
た
か
、
進
行
の
早
い
が
ん

の
場
合
が
そ
の
原
因
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
心
配
な
方
は
、

年
に
二
回
ぐ
ら
い
検
診
を
受
け

る
と
か
、
自
己
チ
エ

。
ク
を
定

期
的
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
④

検
診
は
毎
年
受
け
た
方

娚Ｌがんの自己チェックト

①鏡の前で両腕を

下げたまま乳房の

形、表面のくぼみ

やひきっれ、乳頭

のただれなどを調

べるＯ両腕を上げ

て同じように目で

調べる。

②肩の下に折った

タオルなどを入れ

て乳房を平たくし、

揃えた３本の指の

腹で調べる
Ｏ
腕を

上げて内側半分Ａ）、

下げて外側半分Ｂ）
Ｏ

③指でさわる範囲

は乳房の突出して

いる部分だけでは

ないので注意（Ｃ）
Ｏ

わきの下も忘れず

に。がん発生率の

高い部位は念入り

に
Ｏ

こ

ん

な

生

活

は

が

ん

の

も

と

●
肉
や
脂
肪
の
多
い
食
事
や
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
な
ど
を
取
り
す
ぎ

●
乳
房
の

。し
こ
り
”
に
気
づ
い
て
も
放
っ
て
お
く

●
妊
娠
中
絶
を
繰
り
返
す



が
よ
い
か
。

答

集
団
検
診
に
し
て

も
、

個
人
検
診
に
し
て
も
、
定
期
的

継
続
的
に
検
診
を
受
け
つ
づ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
⑤

自
己
チ
ェ
ヨ
ク
で
乳
房

に
か
た
い
し
こ
り
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
て
心
配
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

答

一
度
、
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
異
常

が

な
け
れ
ば
、
触
診
の
方
法
が
間

違
っ
て
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

正
し
い
自
己
チ
ェ

。
ク
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
⑥

乳

が
ん
で
乳
房
を
切
り

取
ら
れ
る
こ
と
に
で
も
な
っ

た
ら
と
思
う
と
、
多
少
の
異

常
が
あ
っ
て
も
、
病
院
に
い

く
の
が
恐
ろ
し
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
手
術
で
乳
房

を
切
除
さ
れ
る
の
が
怖
い
の

で
す
。
現
在
の
手
術
療
法
は

ど
刀
よ
う
な
も
刀
か
虱
泪
し

て
く
だ
さ
い
。

答

乳
が
ん
の
手
術
は
進
歩

し
て
い
ま
す
。
最
近
の
手
術
法

は
病
気
の
進
行
度
に
も
よ
り
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
変
形
を
少

な
く
し
て
、
美
容
的
に
も
形
が

整
う
よ
う
に
こ
こ
ろ
か
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
早
期
の
乳
が
ん

で
は
、
乳
房
は
保
存
（
オ
ッ
パ

イ
を
取
ら
な
い
）
し
て
、
病
巣

部
の
み
を
切
除
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
検
診

に
よ
っ
て
早
期
に
診
断
し
早
期

に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
手
術

に
よ
る
変
形
を
小
さ
く
す
る
最

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

危

険

信

号

を

見

逃

す

な

／
・

が
ん
の
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

左
記
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば

た
だ
ち
に
専
門
医
の
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
あ

な
た
を
、
そ
し
て
あ
な
た
の
家

庭
を
守
り
ま
す
。

①

胃
胃
の
具
合
が
悪
く
、
食
欲
が

な
く
好
み
が
変
わ
っ
た
り
し
な

い
か
。

②

子
宮

お
り
も
の
や
、
不
正
出
血
は

な
い
か
。

③

乳
房

乳
房
の
中
に
し
こ
り
は
な
い

か
。
④

食
道

飲
み
込
む
と
き
に
、
つ
か
え

る
こ
と
は
な
い
か
。

③

大
腸
・
直
腸

便
に
血
や
粘
液
が
ま
じ
っ
た

り
、
急
に
便
秘
が
晄
い
た
り
し

な
い
か
。

⑥

肺
せ
き
が
続
い
た
り
、
た
ん
に

血
が
ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

⑥

喉
頭
１

声
が
か
す
れ
た
り
し
な
い
か
。

⑧

舌
・
皮
膚
帽
帽
ｒ
‘

治
り
に
く
い
潰
瘍
は
な
い
か
。

⑤

じ
ん
臓
・
ぼ
う
こ
う

前
立
腺

尿
の
出
が
悪
が
っ
か
り
、
血

が
ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

※
な
お
、
自
覚
症
状
が
な
く
て

も
、
健
康
診
断
、
が
ん
の
集
団

検
診
を
年
一
回
は
受
け
ま
し
よ

３

日

和

健

康

相

談

日

１０

日
天

｝
受

付

２５ １７

８ ８

い
パ

午

前

９

時

～

１２

時

役

場

健

康

相

談

室

▼

基

本

健

康

診

査

６

日

米

ア

ル

ザ

ス

受

付

午

前

１０

～
一
１１
時

午

後

１

時

～

２

時

７

日

原

古

佐

井

農

業

研

修

セ

ン

タ

ー

受

付

午

前

１０

時

～
ｎ

時

午

後

１

時

～

２

時

１０

日

囲

リ
［

ビ

リ

教

室

野

外

体

力

づ

く

り

午

前

１０

時

～

午

後

２

時

］１１
日

次

一

歳

半

・

３

歳

児

精

検

役

場

セ

ン

タ

ー
和

室

２５

日

㈹

妊

婦

検

診

及

び

母

親

教

室

役

場

セ

ン

タ

ー

和

室

午

後

１２

時

３０

分

～

３

時

２６

日

米

乳

児

健

診

・

一

歳

半

・

二

歳

児

健

診

及

び

歯

科

健

診

対
象
（
乳
児
）
平
成
２
年
５
月
生

同
年
２
月
生

二

歳
半
児
）
平
成
元
年
１
月

～
３
月
生

（
２
歳
児
）
昭
和
６３
年
７
月

～
９
月
生

受
付

午
後
１２
時
３０
分

２７
日
附

リ
（

ビ
リ
教
室

ア
ル
ザ
ス

午
後
１
時
～
午
後
３
時

２８
日
窗

老
人
健
康
教
室

古
佐
井
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー

午
前
１０
時
～
午
後
２
時



国 糺

しおり

国

保

税

に
つ

い
て

の

注

意

①

保
険
税
は
、
国
民
健
康
保

険
へ
の
加
入
資
格
発
生
の
月
分

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
一
月
に
会
社
を

や
め
た
り
、
他
市
町
村
か
ら
転

入
し
て
国
民
健
康
保
険
へ
の
加

入
資
格
が
発
生
し
、
四
月
に
国

保
加
入

の
届

け
出

を
し

た
場

合
、
保
険
税
は
、
届
け
出
を
し

た
四
月
分
か
ら
で
は
な
く
、
一

月
分
か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

②

転
大
し
た
人
の
保
険
税
は

あ
と
で
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

他
の
市
町
村
か
ら
転
大
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
前
住
所
地
の

市
町
村
に
所
得
金
額
を
照
会

し
、
当
村
の
国
民
健
康
保
険
税

率
に
よ
り
計
算
し
な
お
し
、
保

険
税
額
が
決
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

③

過
年
度
分
の
保
険
税
と

は
、
保
険
税
は
、
毎
年
四
月
か

ら
翌
年
三
月
ま
で
を
一
年
度
と

し
て
年
額
の
計
算
が
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
月
に
国
保
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
四
月
以
後
に

届
け
出
た
場
合
に
は
、
三
月
分

以
前
の
保
険
税
は
別
に
計
算
し

て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
過
年
度
分
保
険

税
と
い
っ
て
い
ま
す
。

保

険

税

は

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
／

保
険
税
は
国
保
運
営
の
犬
切

な
財
源
で
す
。
保
険
税
を
納
め

な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
険

税
の
滞
納
世
帯
に
は
次
の
よ
う

な
措
置
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
滞
納
す
る
と

災
害
な
ど
政
令
で
定
め
ら
れ

た
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
保

険
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
に

は
、
保
険
証
の
返
還
や
給
付
の

差
し
と
め
な
ど
の
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

被
保

険
者

資
格
証

書
書

を

発

行

し

ま

す

保
険
証
を
返
還
さ
れ
た
世
帯

に
は
、
保
険
証
の
か
わ
り
に
「
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」

が
渡
さ

れ
ま
す
。
診
療
は
こ
れ
に
よ
っ

て
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
、
あ
と
で
国
保
か
ら
七
割

の
払
い
戻
し
を
う
け

る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

爿医療費の状況●・

＝５ 月診療分＝

国保（若人分）

退職者医療

老人医療

医 療 費 と 国 保 税 の 比 較

※医療費（若人分十退職者医療）

国保税（現年度分十退職者分）

サバの生きぐされ
サ
バ
は
た
い
へ
ん
腐
り
や
す

い
魚
で
す
。
こ
れ
は
内
臓
の
中

に
消
化
酵
素
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
で
、
こ
の
酵
素
の
分
解
に

よ
っ
て
傷
み
が
早
く
な
る
わ
け

で
す
。
ま
た
、
酵
素
の
作
用
で

ヒ
ス
タ
ミ
ン
と
い
う
物
質

が
生

じ
、

こ

れ

に
よ
っ
て

ア

レ

ル

ギ
ー
反
応
が
起
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
サ
バ
の
身
に
塩
や
酢

を
あ
て
る
の
は
、
こ
の
酵
素
の

働
き
を
弱
め
る
た
め
で
す
。

イ
ワ
シ
も
サ
バ
と
同
様
に
腐

り
や
す
く
、
こ
れ
は
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い

る
た
め
で
す
。

余
談
で
す
が
、
か
つ
て
、
お

さ
か
な
普
及
協
議
会
が
小
学
生

と
そ
の
お
母

さ
ん
、
若
い
女
性

な
ど
を
対
象
に
し
て
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
い
ち
ば
ん
嫌
い
な

魚
料
理
は

。サ

バ
の
み
そ
煮
”

と
い
う
答
え

が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
お
母
さ
ん
た

ち
の
得
意
料
理
の
ト
ッ
プ
も
サ

バ
の
み
そ
煮
な
の
で
す
。
な
ん

と
も
は
や
皮
肉
な
話
で
す
。

（
お
も
し
ろ
魚
健
康
読
本
よ
り
）



交佞だより

佐 井 村

交通安全毋の会

９・ＩＩヨ現 在

交通事故死ゼ囗

２

，

５０２
日

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

（
九
月
二
十
一
日
～
三
十
日
）

▲
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
再
点
検
▼

今
年
の
「
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
の
重
点
目
標
は
、
①

「
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運

転
の
防
止
」
②
「
シ
ー
ト

ペ
ル

ト

ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
」
③
「
違
法
駐
車
の

締
め
出
し
」
の
三
点
で
す
。

①
無
謀
運
転
は
命
と
り

運
転
は
、
車
線
を
守
り
、
車

間
距
艀
を
十
分
と
っ
て
、
交
差

点
な
ど
で
は
安
全
確
認
を
き
ち

ん
と
行
い
、
危
険
な
運
転
、
迷

惑
な
運
転
は
し
な
い
こ
と
で
す
。

若
者
に
目
立
ち
ま
す
、
ス
ピ

ー
ド
に
お
ぼ
れ
て
の
無
謀
運
転
。

②
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

ー
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
安
全
へ
の
命
綱

自
動
車
事
故
で
亡
く
な
っ
た

人
の
七
割
以
上
が
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
大
で

す
。
し
て
い
れ
ば
、
か
な
り
の

大
が
命
は
助
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

。車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
皆
が
正
し
く
締
め
て
か
ら

発
車
す
る
”
を
習
慣
づ
け
た
い

も
の
で
す
。

二
輪
車
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
や
す
く
、
転
倒
し
や
す
い
乗

物
で
す
。
ヘ
ル
メ
。
卜
も
、
か

ぶ
っ
て
い
る
だ
け
で
は
無
意

味
。
正
し
く
着
用
し
て
初
め
て

効
果
が
あ
り
ま
す
。
二
輪
車
の

死
亡
事
故
の
約
五
七
％
は
、
頭

部
損
傷
や
顔
面
損
傷
に
よ
る
も

の
で
す
。

。
ヘ
ル
メ
″
卜
を
正
し
く
着
用

し
て
安
全
運
転
を
！
”

③
違
法
駐
車
を
締
め
出
そ
う
Ｉ・

。自
分
だ
け
は
″
が
、
い
つ
の

ま
に
か

”
多
く
が
″
に
な
り
、

。
皆
″
が
困
っ
て
い
ま
す
。
路

上
駐
車
が
円
滑
な
交
通
を
阻
害

し
、
交
通
事
故
を
も
招
く
な
ど
、

い
か
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る

か
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

今
月
の
交
通
安
全
標
語

居

眠

り

で

自
然
に
踏
み
こ
む

ア

ク

セ

ル

を

／・

竹

内

由
紀
子

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄

県内の交通事故概況

青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

Ｏ飲酒運転による死者は、死者全体の３６％

○シートベルトを着けていないと、６倍の死亡率

シートベルト しめる心が 身を守る



車
を
も
つ
な
ら
、
継
続
し
て

保
管

場
所

は
確

保
し

ま
し
ょ

う
。
違
法
駐
車
は
絶
対
や
め
ま

し
ょ
う
。
〃
し
な

い
！
・
さ
せ
な

い
！
迷
惑
駐
車
”

テ

冫

村

を

開

設

し
一
に
。

会

長

松

谷

三

枝

夏

の
観
光
シ
し
ス
ン
を
迎
え

て
、
少
し
で
も
交
通
事
故
が
減

少
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
七
月

二

十
八

日
・
二

十

九

日

の
両

日
、
村
当
局
を
は
じ
め
、
大
間

警
察
署
、
大
間
地
区
交
通
安
全

協
会
、
佐
井
村
交
通
安
全
運
転

管
理
者
協
会
、
佐
井
駐
在
所
、

大
間
高
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
交
通
安
全
テ

ン
ト
村
を
開
設
し
ま
し
た
。

夏
休
み
に
入
り
、
子
ど
も
の

飛
び
出
し
に
よ
る
交
通
事
故
が

▲
家

族

で

話

し

合

お

う
▼

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

こ

の
機
会

に
改

め
て
点

検

し
、
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
、

自
分
自
身
を
、
家
族
を
、
職
場

を
、
地
域
社
会
を
。
交
通
ル
ー

ル
、
交
通
マ
ナ
ー
に
洽
っ
た
安

全
行
動

が
と
れ
て
い
る
か
、
交

通
安
全
を
阻
害
す
る
も
の
は
な

い
か
。
期
間
中
に
、
家
族
で
一

度
は
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

続
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

村
内
外

の
人
た
ち
に
、
マ
ス

コ
ッ
ト
や
交
通
安
全
ガ
ム
、
チ

ラ
シ
等
を
配
り
、
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
多
い
昨
今
、
お

互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
！
」

家
族
み
ん
な
で
交
通
安
全
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

テ

ン
ト

村

に

参

加

し

て

大
間
高
校
一
年

長

島

咲

美

テ
ン
ト
村
に
参
加
し
て
、
全

然
知
ら
な
い
旅
の
人
だ
ち
と
、

た
く
さ
ん
話

が
で
き
ま
し
た
。

佐
井
村
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な

所
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
来
て

い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

車
で
旅
を
す
る
人
は
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
き
ち
ん
と
し
て
、

楽
し
い
旅
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
佐
井
村
の
人

た
ち
も
、
き
ち
ん
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
た
り
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定

期

巡

回

相
談

所

開

設

日

程

九
月
二
十
日
困

に
μ

Ξ
ま

む
つ
市
市
民
相
談
室

ヒ

ヤ

リ

雨

の

日

の

事

故

雨
の
午
後
三
時
過

ぎ
、
私
は

入
院
し
て
い
る
夫
に
届
け
も
の

が
あ
っ
て
、
か
な
り
車
の
量
の

多

い
国
道
を
バ
イ
ク
で
走
っ
て

い
た
。
病
院
へ
行
く
に
は
街
中

に
入
っ
て
か
ら
、
左
車
線
よ
り

右
車
線
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
同
時
に
路
面

電
車
の
線
路
を
横
切

る
こ
と
で

も
あ
っ
た
。

雨

に

光

る
レ
ー
ル

が
目

に

入
っ
た
と
き
と
、
少
し
ス
ピ
ー

ド
の
出
て
い
た
私
の
バ
イ
ク
が

ス
リ
ッ
プ
し
て
横
倒
し
に
な
っ

た

の
と

ほ
と

ん

ど
一

緒
だ
っ

た
。
そ
し
て
私
は
車
道
の
真
ん

中
に
投

げ
出

さ
れ
て
い
た
。
ヘ

ル
メ
ッ
ト
が
道
路
に
ガ
ン
と
ぶ

ち
あ
た
っ
た
。
急
停
車
し
た
車

か
ら
「
私
の
車
の
せ

い
じ
ゃ
な

い
で
す
ね
っ
」
と
叫

ぶ
女
性
の

声
で
、
び
っ
く
り
し
て
起
き
上

が
っ
た
。「
え
っ
、
自
分
で
滑
っ

た
ん
で
す
。
大
丈

夫
で
す
。
」

私

は
無

我
夢

中
で

そ

う
言
っ

て
、

バ
イ
ク
を
立
て
直
し
、
転

が
っ
て
い
た
荷
物
を
拾
っ
て
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
た
。

幸
い
バ
イ

ク
は
動
い
た
。
左

手
は
焼
け
る
よ
う
に
痛
く
、
体

の
右
側
面
は
し
び
れ
た
よ
う
な

感
じ
だ
っ
た
。
で
も
そ
こ
か
ら

病
院
は
近
か
っ
た
の
で
必
死
で

走
っ
た
。
夫
の
病
室
に
飛
び
込

む
な
り
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
夫
は

物
も
い
わ
ず
知
り
合
い
の
医
師

に
連
絡
に
行
っ
た
。
幸

い
整
形

外
科
の
医
師
も
来
て
く
だ
さ
っ

て
、
手
早
い
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
飛
び
上

が
る
ほ

ど
痛
か
っ
た
左
指
は
骨
折
、
転

ん
だ
と
き
打
っ
た
右
腰
は
打
撲

で
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
く
っ
つ
け
た

よ
う
な
血
腫
が
で
き
て
い
た
。

日
頃
、
雨
の
日
の
バ
イ
ク
は

禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
夫
に

は
説
教
さ
れ
る
し
、
友
人
に
は

「
年
齢
だ
わ
ね
」
と
皮
肉
ら
れ

る
し
、
体
じ
ゅ
う
痛
い
し
、
一

瞬
の
不
注
意
を
こ
れ
ほ
ど
後
悔

し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
れ

に
も
ま
し
て
、
あ
の
時
叫
ん
だ

女
性
の
車
が
、
も
し
も
急
停
車

で
き
な
か
っ
た
ら
…
…
と
改
め

て
ぞ
っ
と
し
た
。
最
近

バ
イ
ク

に
濆
れ
っ
こ
に
な
り
、
い
さ
さ

か
横
着
な
運
転
に
な
っ
た
自
分

を
、
今
も
降
る
雨
を
見
な
が
ら

反
省
し
て
い
る
。

新
潟
県
西
蒲
原
郡

安
藤
美
智
子

主
婦
５４
歳

（
平
成
二
年
七
月
七
日

朝
日
新
聞
よ
り
）



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

お年寄りや障害者と税国
の
重
要
な
役
割
の
一
つ

に
、
社
会
保
障
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
お
年
寄
り
や
心

身
に
障
害
が
あ
る
人
な
ど
、
社

会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
方
々
に
対
し
て
は
、
そ
の

生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
社

会
連
帯
に
基
づ
く
支
え
が
必
要

で
す
。
老
人
医
療
費
給
付
や
各
種
施

設
の
整
備
な
ど
、
財
政
支
出
の

面
で
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る

一
方
、
税
金
の
面
で
も
い
ろ
い

ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

財産をもらったときは個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た

と
き
に
は
、
も
ら
っ
た
方
に
贈

与
税
が
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
も
ら
っ
た
財
産
が

年
間
六
十
万
円
以
下
の
と
き
は

贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
会
社
な
ど
法
人
か
ら

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、

贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、

一
時
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か

か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
や
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ｗ
ｍ

に
社
会
公

五
お

敵

大
部
分
の
納
税
者
は
、
適
正

な
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
方
、
不
正
な
手

段
で
税
を
免
れ
よ
う
と
す
る
不

心
得
な
者
も
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
特
に
悪
質
な
脱

税
者
に
対
し
て
は
刑
事
罰
を
科

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
査
察
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

脱
税
者
が
い
か
に
巧
妙
に
脱

税
を
企
て
て
も
、
国
税
査
察
官

の
ち
密
な
調
査
に
よ
り
、
そ
の

脱
税
は
見
破
ら
れ
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
、
正
し

い
申
告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

老

齢

基

礎

年

金

の

繰

り

上

げ

請

求

は

慎

重

に

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始

は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か

ら
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
六
十

歳
か
ら
で
も
受
け
ら
れ
る
「
繰

り
上
げ
請
求
」
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
支
給
を
受
け
始
め

る
と
き
の
年
齢
に
応
じ
て
、
支

給
率
が
定
め
ら
れ
、
年
金
額
が

一
生
涯
減
額
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
繰
り
上
げ
請
求

を
す
る
と
、
受
け
始
め
た
と
き

か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
、
障
害
の
状
態
に
な
っ
て

も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ



な
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限

が
あ
り
ま
す
。

安
易
に
繰
り
上
げ
請
求
を
し

て
後
悔
を
し
な
い
よ
う
、
慎
重

に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生

相
談
課
国
民
年
金
の
係
で
お
尋

け
く
だ
さ
い
。

種

別

変

更

の

届

を

忘

れ

ず

に

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
第

言
万
被
保
険
者
・
第
二
号
被
保

険
者
・
第
三
号
被
保
険
者
の
三

種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
入

期
間

四

十
年

の
間

に

は
、
就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面

が
あ
り
、
そ

れ
に
応
じ
て
国
民
年
金
の
加
入

の
種
類
も
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
自
分
自
身
だ
け
で
な

く
、
そ
の
配
偶
者
も
同
時
に
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
時
々
に
国
民
年
金
の
種
別

変
更
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

届
出
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に

「
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
」
と

か
「
年
金
の
額
が
少
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
自
分
白
身
で
自
分
の
年
金

を
守
り
ま
し
よ
つヽ
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生

相
談
課
国
民
年
金
の
係
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

国民 年金 の納付組 織に

加 入し ましょ う

サラリーマンの厚生年金保
険料や、公務員の共済組合掛
金は、給与から天引きされる
ので安心ですが、自営業者な
どの国民年金保険料は自主納
付のため、ともすれば納め忘
れも考えられます。
そこで、納め忘れを防ぎひ
とりひとりが納めに行く手間
を省くために、地域の人達が
結集したのが「国民年金保険
料納付組織」です。
この納付組織はＯＯ納税貯
蓄組合や○○婦人部などの名
称で、係の人が個々の事情に
合わせて集金をしてくれるな
ど、何かと便利です。
あなたも、国民年金の納付
組織に加入して、保険料を完
納しましょう。

芭
蕉

野
分
し
て

た
ら
い
に
雨

を

聞
く
夜
か
な
Ｉ

こ
れ
は
雨

漏
り
が
し
て
、
た
ら
い
に
雨
を
受

け
る
光
景
を
う
た
っ
た
芭
蕉
の
句

で
す
。
し
か
し
、
い
ま
で
は
こ
う

し
た
様
子
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

野
分
は
、
秋
か
ら
初
冬
に

か
け
て
吹
く
台
風
の
こ
と
で

す
。
台
風
の
あ
と
の
荒
涼
と

し
た
風
景
の
意
味
に
、
使
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
野
分
だ
つ
」
と
い
う
言
葉

も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、「
野
分
」

を
ど
う
読
む
か
で
す
が
、
の
わ
き
、

の
わ
け
、
ど
ち
ら
も
辞
書
に
載
っ

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
の
『
新
用

字
用
語
辞
典
』
に
は
、「
の
わ
き
」

と
あ
っ
て
、「
野
分
け
と
も
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
語
源
に
つ
い
て
は

野
の
草
を
分
け
て
吹
く
風
と
い
う

の
が
一
般
的
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
野
分
は
、
現

在
は
日
常
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
俳
句

の
季
語
な
ど
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
も
、
台
風
と
い

う
言
葉
は
、
第
四
代
中
央
気

象
台
長
の
岡
田
武
松
氏
が
、

英
語
の
タ
イ
フ
ー
ン
の
訳
と

し
て
使
い
だ
し
た
言
葉
で
、

百
年
も
た
っ
て
い
な
い
新
し

い
言
葉
で
す
。
そ
れ
以
前
は
、

暴
風
と
か
野
分
と
い
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
台
風
は
風
水
害
を

も
た
ら
し
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
災

害
に
は
地
震
、
が
け
崩
れ
、
津
波

な
ど
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
災
害
を
防
ぎ
、
被
害
を

減
ら
す
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
が
大
切
で
す
。

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
。八

月
三
十
日
か
ら
一
週
間
は
、「
防
災

週
間
」
で
す
。
防
災
訓
練
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
よ
う
。



や

け

ど

の

応

急

処

置

軽

い

症

状

は

冷

や

す

匸

鯔

鱇

づ

分
類
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
お

湯
が
か
か
っ
て
赤
く
な
っ
て
ヒ

バ
計

呪

程
ま

万

万

一
度
で
も
や
け
ど
は
痛
い
も

の
で
す
が
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
な

ど
の
化
学
剤
以
外
の
や
け
ど
で

し
た
ら
、
お
医
者
さ
ん
の
手
を

わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。

手
や
足
の
小
さ
い
や
け
ど
な

ら
、
洗
面
器
な
ど
に
氷
を
入
れ

た
な
る
べ
く
冷
た
い
水
を
用
意

し
、
そ
の
中
に
つ
け
て
冷
や
し

ま
す
。
と
き
ど
き
出
し
て
は
様

子
を
み
て
、
痛
み
の
と
ま
る
ま

で
繰
り
返
し
続
け
ま
し
ょ
う
。

水
道
の
木
を
か
け
て
も
結
構

で
す
が
、
直
接
水
が
あ
た
る
と

痛
い
も
の
で
す
。
濡
れ
た
タ
オ

ル
を
患
部
に
あ
て
た
り
、
く
る

ん
だ
り
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。丸
い
水
泡
が
で
き
る
、
俗
に

い
う
「
水
ふ
く
れ
」
は
、
二
度

の
や
け
ど
で
す
。
タ
バ
コ
の
火

が
手

に
つ
い
た
り
、
天

ぷ
ら
油

が
は
ね
だ
り
し
た
や
け
ど
が
そ

Ｌ
つ
で
す
。
こ
れ
は
皮
膚
の
表
面

だ
け
で
な
く
、
皮
膚
の
深

い
と

こ
ろ
ま
で
傷
が
及
ん
で
い
る
の

で
す
。
手
当
て
は
一
度
の
場
合
と
同

じ
で
、
ま
ず
冷
や
す
こ
と
で
す
。

水
泡
は
絶
対
に
破
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
水
泡
を
無
理
に
破
っ

た
り
、
皮
を
切
り
取
っ
た
り
す

る
と
、
や
け
ど
の
傷
跡
が
残
る

原
因
に
な
り
ま
す
。
も
し
破
れ

て
も
皮
は
切
り
取
ら
ず
、
傷
口

に
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

痛
み
が
な
く
な
っ
た
ら
、
乾

い
た
ガ
ー
ゼ
を
傷
口
に
あ
て
包

帯
を
し
ま
す
。

衣
類
に
火
が
つ
い
て
燃
え
上

が
っ
た
り
、
熱
湯
の
中
に
落
ち

た
り
す
る
な
ど
の
大
や
け
ど
が

三
度
の
や
け
ど
で
す
。
皮
膚
が

む
け
、
傷
が
皮
下
組
織
ま
で
達

し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
冷
や
さ
な
い

で
、
清
潔
な
シ
ー
ツ
や
ガ
ー
ゼ

で
包
み
、
救
急
車
を
呼

び
ま

９月 台風

断線した電線にはさわらない

（財）東北電気保安協会

満１歳になります

中 西 大 二 郎 ちゃん

（等・文子）

牛 滝

将来は牛滝をしょって立つ

立派な「いなかっぺ大将」に

、なるぞ．ク

戸 籍の窓ロー
８月１７日現在

○ お 誕 生 お め で と う

新田 貴志 （健一）磯 谷

前田 健介（寿昭）大佐井

前田 康介（寿昭）大佐井

木部 裕太 （秀秋）原 田

太田 悠斗 （芳明）古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 菅 原 淳（大畑町）

川 岸 陽 子（古佐井）
（ 吉 浦 義 直（磯 谷）

吉 田 悦 子（函館市）

（ 齋 藤 一 久（新発田市）

大 石 留 美（長 後）

個人のプライバシーを尊

重する意味で、載せてほし

くない人は、届出の際に係

まで申し出てください。

７月３１日現在人口（前月比）

男 １，８５１（＋６）

女 １，８８７（＋５）

計 ３，７３８（＋１１）

世帯数 １ぷ３（土Ｏ）
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